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＼＼閣舗str襲ot爵◎論�o雛闇alUT40（スタイルB）ディジタル指示調節計取扱説明書・操作編　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次1噸製品が届きましたら…………・・……・……・…・……・…．＿＿＿＿．＿．．．．＿＿．＿＿．．＿．＿＿．＿＿＿　1，1　イ寸　属　　品　　・・………………・………・……・…・・’’’’’’’”…・・’’’”�j…’’’’”…’”…’’’’”P孕’’’’’’’’’’’’’’’”…2．概　　要……・・…………・……………・…・・・………………・’…’”…………”’’’’’’’’”…’”…”……’0　2．1概　説…・……………・・…・・……………・・…………・……・……・・…………・・…………・・…・……3噸取扱い上の注意・………………・……・………一・…………・……・・………………・・………・……・・…・…・・4．取　付…一…………・・…・……・………・…・“…………“璽……’…………’…’…………’’’’’”…　4．1　取付場所…………∴・・…・…………・……・・………………………………・……………・………・・…　4．2　取付方法………・………・・…………・・……・……………”…’”………………’’’”……………’¶…’　4．3　外形寸法およびパネルカット寸法　…………・…・…・……・・…………・………・・……・……………・…5．端子配線図・………………・・……．＿＿．＿．．＿＿＿＿．＿．．，．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿　5．1　1i寺間比例PIDおよび連続出力PID形の端子配線図・・…一・…‘・…・……・…・………”……”…’…　5，2　位置比例PID形の端子配線図　………・………・・………・・………・……………………………’…・…・6．配　線……………・…・………・……一・…・………・……・……・…………・・……’………””…”’7．表　示……・…・・…・一・…………・………………………・・……………’…’…”’…”……’”…’’’”　7．1．各種表示1・・……・……・…・……・…・………・…………・……・・…f………・……・・’…………’’’’’’”…’　7．2　運転画面・・…・・………・…・…………・一…・・……・…・…・…・・…………・…・…・…’……’………’”…8．操　作・…・………・・．＿．．．＿＿＿＿＿＿．＿＿，＿＿＿．＿．＿＿．．．．．．．．．．．＿．．＿＿．．，＿．＿＿．＿＿．＿　8．1　操作キー　……………・・…・・………・………・……・・……・…・・…………・…・…・・’……・…………・…・8．2　キー操作の原則　…………・…・・……………・・…・…………………………・………・・…・………・……・・…　　8．2．1　データのキーイン操作　…………・…・………………・’’”………・…’’’’”………………’”……”9．設　定…・……………・・……・…・…………………………・……・・…・………………………’”…”…　9．ユ　設定の流れ　……・…・………・……………・・・・………………・・………………．．＿．・……………・…・…・・　9．2　パラメーター覧　………・………・…・’’’’’’’”……’’’’”…’”昌’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”…’’’’’’’’’’’’’’’”…’’’’’’’”　　9．・2．1　目標設定値9アラーム，比率，バイアスの設定　…………・…・・……・…………・…・・・………・・　　9．2．2　パラメータの設定　………・・………・…・・…’…・’……・…”……………’……………’…’”………10．運　転・・…・………・・…・……………・・・…………………・……………・……・…・……・………・……・　10．1　自動／手動（運転）の切り換え　……………・・…・………………・・’’”・”…・……’…’……’…’’’’’”　ユ0，2　モードの切り換え　……・………・・………・・…………・・…・……………・・……・…………・…・・………　　10．2，1　オートチューニングの実行　…・・………一・………・・……・…・’…・…………’…’”…’…’…’’”　　10．2．2　ローカル設定／リモート設定の切り換え　……・・…………・…・・・・・…………・……・…………・　　ユ0．2，3　運転／運転停止の切り換え　…・・……………・…・・・…………・………………・…・…………一　ユ0，3　位置比例出力形の手動操作　……………・…・・…・…一…・…・…・・………・………’……’……’……’11．保守点検・・…・………・・＿・＿＿．．．＿＿＿．．＿＿．＿＿＿＿．．．，．＿＿．＿＿＿．．＿．＿＿＿．＿．．．＿＿．．　11．ユ　トラブルジューティング　………・・・………………・……・…・……………………・…………’…’…”　ユ1．2　異常チェック機能の働き　………・・………・・…・…・…・…’…’………’…’…’’”……………’…”…”　1ユ．3　その他の異常表示一覧　………………・・………………・・・…………・……・…………・・……・…・……この取扱説明書の記戟内容は予告なく変更される場合があります。2222233334456777889910101212121717171718181919192020YOKiOGAWA◆横河電機株式会社駅。羅諾＿198、�健m、E、、緬、A，。988、uP一）IM　5B4B牛02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2版2UT40　　　　　　　　テ．1．，製品が届きましたら本器は充分な社内検査を経て出荷されておりますが本器がお手もとに届きましたら，付属品などの外観チ．エックを行い，不足ならびに損傷のないことをご確認ください。なお，こ不明の点がございましたら，お買い求め先あるいは最寄りのサービス拠点にお問い合わせください。1．1　付　属　品　本器には，表1，1に示す付属品が添付されています口　不足がないかご確認ください。表1．1付　属　品　一　覧　表1．取付け金具　…………・…・…『…………・・…一2個2．　】破壬及i説「リ1裂Fg操f乍編，　辱￥説編　　・・一・一・・…　一・各1苔個（RS−422付加の場合はさらにRS−422Aインタフェース編も付’属））図1．1　UT40コ口図2．概要2．1　概　　　説　UT40は，指示部に蛍光マトリクス表示管を使用し，プロセス入力と設定値を常時表示します。　入力信号としては，熱電対，測温抵抗体からの直入力および直流電圧・電流信号（0〜10mV，4〜20mA等）が可能です。入力の種類とレンジは，マルチレンジ方式の採用によりユーザが自由に選択できます。　直流電圧．。庵流信号の入力時には，スケーリング機能により実際の物理量に換算して表示できます。　機能として，ワンチップマイクロプロセッサの活用により，オートチューニング，マルチゲイン，出力／設定リミッタ，出力変化率リミッタなど豊富な機能を標準装備しています。　付加仕様として測定値，設定値または出力値の伝送機能，通信機能（RS−422）などが選べます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑　本器は豊富な機能をもっておりますが，一般的用途には測定レンジを選択し，ついで目標設定値，アラーム設定値とPD定数を設定することによりすぐ運転に入ることができます。その他の機能については，必要に応じて活用してください。3．取扱い上の注意前面パネル，キーズィッチの清掃には，アルコール，ベンジン等の溶剤は使用しないでください。｝M5B4B4−02U丁4034．取付4．1　取付場所　次のような場所を選んで取り付けてください。ω　機械的振動の少ない所�A　腐食性ガスの少ない所｛3｝温度変化が少なく，常温（23。C）に近い所｛4｝高いふく射熱を直接受けない所｛5｝電磁界の形響の少ない所疋r＼4，2　取付方法ω　パネル前面から本器を挿入します。�A　パネルへの取り付けば，付属の取付け金具を用いて取り付けてください。取り付けの際金具は締め付けす　ぎないようにしてください。4．3　外形寸法およびパネルカット寸法ズ文単位　mm．ロー�@9雪2�@「2−20（パネル厚さ｝15180パネルカット頃〜o607四mイ0．892‘’o25図4｝1　U丁40外形寸法図IM　5B4B4−024UT405．端子配線図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫、5．1　時間比例PlDおよび連続出力PID形の端子配線図電流（4〜20mA）入力の場合　　　　外部設定人力端チ　　　　　　　　　　十A「1ﾚ　’エリレー出力幽外部ローカル’リモート切換端子（付加仕様）　　　　　　　　。閉時リモート設定UT40アラーム1段EMI”　十4・20mA・���L�L0繍1｝オープ・�C四アラーム2入力端子鍮ll｝オヴ・甲＠矛フェイル億号端子十・正常通電時クローズ・非通電時，フェイル時オープン�S��《L唖聾M嗣PUT　A川oTCmwVB�F田！�L丁H員趾SMISSIO聞　　　’区S42202＾4，A2　　AI　　oo閉　　　　FA「L�F　　「肌　　COM4P20mA’1−5り’FULSE　　　　十　　　一〇じτPUI　＋’τxや　　1−　　　　RS422　HX十　　RXJ　　S6　　　F6T！c入力の勢＋電圧（mV’VDC）入力の場合@　　　　　，・，　十自門　1変換器け　，工一Zエー言　0RTD入力の場合　　　　　　＾　　　　A電流（4〜20mA）入力の場合A　　B＋，・0昌　　Bll，　’1，bG　　一@冒b　　望十OH　…E����PPUSL2L1　　τリレー出力零伝送出力（付加仕様）4〜20mA十a−111一⊥十　受信器制御出力＊電流，電圧・パルス出力4−20mAノ】〜5V／パルスハ［Uエ十受信器十　　一・�C接点出力1��l・「1、一＿＿」T401竺1り＊リレー使用上の注意耶項（6ページ）参照電源端子L2・　　LI〜90〜欝2または180〜250V　5D！60Hz（仕様コードにより指定）（注）RS−422端子については，取扱説明害。RS−422A　　．インタフェース編を参照してください。1M5B4B4・02kヤノUT405．〆5．2　位置比例PID形の端子配線図（弁開度位置信号、および制御出力以外は，　　UT40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁開度位置償号÷5．1に示す端子配線図と同じ）　RE師1瞠十INPUτV．POSITIO囲　●　　　　　．100％0�S�S　A肌。論，u602＾φm，EX1　　以21L’町。％　　　　ALARM　　　A2　　AI　　COM　　　．　　　　F直1し　　��“　　　　　F員「し　　00M　cOM　　猷3　　　　バリ　り　　ミ　りり6一φ’脳22　十’1翼十’冒’T麗一　　　　　　く　を　R罵十　　円翼一　　　S6　　　　FαOUI四τH　　60M　　L�S����　　SbPPW制御出力rllヨ13瀟丙藷Φ　　…冒　冒　「　　！H　正転（開）　　　0％。C　　　　　　　〜@・M脚L　逆転（閉）100％衷5．1　UT　40端子表〆じ、1十外耶L侃66−7闘，閉時リモート設定（リモート設定優先）2　　　　mV’VQ　　　　　　　入力切換靖子76−7間，開時内部設足（！EX（｛」「加仕様）指定時のみ〉熱電対323＋　　　電流／電圧．出力1A29＿　　　電圧パルス」測温抵抗体λ力入力端子2B34岬3b23NO◎1出力端子29（ノーマルオーブン｝bOM．（コモン）接点　　リレー単o力　　体のNO，NCNC接点を2一34〔ノーマルクローズ）示します。電流入力3十23H　　　（翻転）3工L129COM，（コモン〉電動弁用　　　位置比酬出9G〜133Vまたは180〜250V接点出力　　　力の場合の電源接地端子25L2　　　（仕様コード指定による）34L　　　（逆転）み36宅」接地　　50’60H、伝送出力端子8＋　　　4〜2DmADC幽測定値、設定値または出力値伝送27A114一（ノRET（付加仕様）指定時のみ）アラーム端子21。陣灘ゴンBTX　十32COM・〔コモン．）14TX　＿フェイル信号28FAlL（フェイル）　正常通冠時クローズ9RX　十端子33　　　　　　　　非通電時，フェイル時bOM．（コモン）　　オープン通信用端子15RX　＿〔1RS・422（付加仕様脂定時のみ）外部設定入力4十17SG端子4〜20mADC5一19・FG」．顧10ユ00％フィードバック抵抗入力端子16180％一注’外部L／R切換時は，無電圧接点による2秒以上のメイク（ON）信号を与えてくだ’さい。IM5B4B4・026UT406．　配線　配線は5章の端子配線図を参照し，下記の事項を参考にして行ってください。�@　熱電対入力の場合は，所定の補償導線を使用してください。�A　測温抵抗体入力の場合は，リード線抵抗が低く，三線間の抵抗差のない電線を使用してください。�B　電源およ．びその配線には600Vビニル絶縁電線（J正SC3307）と同等以上の性能をもつ電線あるいは，ケー　ブルを使用してください。また，必要に応じて電源にノイズフィルタを入れてください。�C　接地端子は，2�o1似上の太い庵線で接地抵抗100Ω以下で接地してください。�D　入力回路の配線は，とくにノイズを混入させないように配慮してください。　a）入力回路の配線は，電源回路や接地回路から出来るだけ離して行ってください。　b）静電誘導によるノイズに対しては，シールド線の使用が効果があります。シールドは必要に応じて本器　　の接地端子に接続してください。　（2点接地とならないようにご注意ください。）　c）電磁誘導によるノイズに対しては，入力配線を短かい等間隔にねじって配線すると比較的効果がありま　　す。�E　線を端子に接続する場合は絶縁スリーブ付圧着端子（3．5�oネジ用）のご使用を推奨いたします。、注意事項　1）本器にはヒューズ，電源スイッチはありません。必要な場合は別途に設けてください。　　　なお，ヒューズは定格電圧250V同磁流1Aのタイムラグヒューズ（例えばアサヒ電機製ATG型）をご使　　　用ください。　2）リモート設定入力回路と測定入力回路は，計器内で絶縁されていません。　3）1」レー接点出力で接点容錐〔250VAC3A，抵抗負荷）を超える場合，補助リレーを用いて負荷のオン・　　　オフを行ってください。　4）リレー接点の出力に補助リレーのようなし負荷を使用する場合，スパーク消去用のサージサプレッサ回　　路としてCRフィルタ（AC使用rl寺）またはダイオード（DC使用II寺）を並列に入れてください。●DCリレーの場合●ACリレーの場合　直流外部電源／　　　　UT40の接点1／R　←ダイオード　　　（リレー・コイル端子　　　（ソケット）に直接取付けて　　　　ください。）リレー（リレー・コイ’ヒ定格は，UT40の接薫容量以下のものを使用してください。｝♂LRe1／　　！＾．．　　　　　剣．　燭　　　　　　　、，’，一量職、Re＝リレー直流抵抗UT40の接点　　CRフィルタ回路ぐ／融厳畠擁轄、C乳lG澗蜀鍼班。、倍以上）R置R；0βR・門1R・　’　’’！lM5B4B4・02（U’「407，表7．1　各種表示　�F示　�`U　試：」博9∫」・8曝「⊥r45」　■．　■一一・T〔．軋．U−置⊥一ハUNα表示ランプ脱　　　　明�@　AL1iアラーム1）アラーム1発生時に点燈します。�A　AL2．iアラーム2）アラーム2発生時に点燈します。�B　REMiリモート）リモート設定時に点燈します。�C　MANiマニュアル）手動操作時に点燈します。�D　STPiストップ）運転の停止モード時に点燈しまｷ。�E　　D．Aiデータアクセス）データ設定中に点燈し，チューjング中に点滅します。�F〔フ　oi閉）　（開）弁の開閉動作を行っている時に_燈します。i位置比例出力形のみ）77．2　運転画面　電源を投入すると最初に初期画面（第1画面）が表示されます。　運転画面は，初期画面を含めて4種類あります。運転中は，運転画面のいずれかにしておいてください。　第1，第2および第3画面に表示されているバーグラフは，・偏差の場合：フルスケールが±10％・出力の場合：フルスケールが0〜100％に対応します。　位置比例出力形の場合，第1および第2画面の出力は弁証度を表示します。さらに第4画面には演算出力値が表示されます。1呂5．5聚、ガ　ロロ@ロ　ヤOUT　斗5．臼き‘一　．　，　▽　．　・　．『185．5、⊃5P　180．0’COUT　斗5．9瓦一　，　．　，　■　，　，『PU　185．5　　ねロノ　　　へ．／／　　　　　＝さlIl！1「IlIulllIIl『　初期（第1）画面←測定値（PV）←偏差（バーグラフ）←出力（OUT）　（位置比例出力形の　．場合は弁開度）←出力（バーグラフ）　第2画面←測定値（PV）←設定値（SP）←出力（OUT）　（指縄比例出力形の　場合は七八度）←出力（バーグラフ）　第3画面　測定値（PV）　偏差トレンド（タテ軸1偏差彩ヨコ軸：時　間）　、1i∋5。3、二CP　50．0冥　第4画面←測定値（PV）『　初期画面へ手動操作（MAN）のときは，この画而のみ衷示します。←演算出力値　（位嚴比例出力の場合）lM5B4B4・028UT408．操作8．1　操作キーNαキーおよび呼称説　　　　　明�Co　　SEτZットキー目標他（SP），アラーム設定値（AI，A2＞，比率（RT），バイアス（BS）の表示及び変更ﾉ使用します。（比率，バイアスは付加仕様）�AO　　Rビs潟oースキーデータの数値を減少させる場合又はパラメータの項目の進行を逆転させる場合，⊂藷⊃Lーまたは　（呈竺）キーと併用します。また，手動運転の時のIH力の操作にも使用します。�B⊂⊃　　　鳥＿O　　　．へO　　　▲fータ設定キー各種データをキーボードより設定および変更する場合にも使用します。，ｼ≡⊃キーは，設定するデータの最下位の桁の変更に使用します。⊂≡≡うキーは，右から2番目の桁の数他，⊂≡⊃キーは，右から3番目以上の桁の数値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一を変更する場合にも使用します。これらのキーは，断続的に押すと1digitずつ変化します。また，押しつづけると連続的にﾏ化します。また，桁上げ，桁下げもできます。ﾜた，手動運転時の出力操作にも使用します。�C　　　　A’鰯@　　　0Iート・マニュアルキー自動／手動の切換えに使用します。�D　Mooε純a[ドキーチューニング，ローカル設定／リモート設定，運転／運転擦止の各モードを指定する峙に使用ｵます。�E　　P《R画Bパラメータキー各種パラメータの設定に使用します。i基本パラメータ及びPCコード（後述）で選択するパラメータ）�F　　　騨Oディスプレイキー次の用途に使用します。尠ﾀ転画而の切換えn設定，モード切換え，パラメータ設定の各モードから運転画面に戻す場合寃Iートチューニングを途中で停止する場合（⊂＝⊃キーと同時に押す。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RVS�G　ε門τ純Gンタキー次の用途に使用します。寢e種データの設定に際し，データを登録する場合寃Iートチューニングの実行指示寃香[カル設定／リモート設定の切換えの実行指示實^転／運転停止の切換えの実行指示IM　5B4B4・02UT4098．2　キー操作の原則設定運転画面モード切換え目標設定値アラーム設定値1アラーム設定値2パラメータ設定PIDサイクルタイムキーロック泌定レンジ，その他1⊂＝⊃　　SETロ　　⊂＝⊃一・　　ドムのな／⊂＝⊃OISPノ⊂⊃　主　リピ⊂＝＝⊃＼　ヨロア中’ｼ＝⊃＼　叫SP・オートチューニング●ローカル／リモート設定●運嘩云／赴巨卓云停」ヒ・（＝＝⊃　　A’M　　MODE　　PA臥@SET　　，　　口　，　　口9　　⊂）キーを使用する際は必ず運転画面からスタートしてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りくのピ例えば，パラメータ設定の途中でモード．切換えを行おうとして⊂＝）キーを押しても，本器は動作しません。　　　　　　　ロヨ　・どこからでも⊂⊃キーを押せば，初期画面に戻ります。・各種データの設定やモード切換えを行う場合は，必ず（当キーを押し登録を行ってください（手動出力の　　　ピ　アみ⊂＝）キー不要）。・データの数値を減少させる場合は，（幕⊃キーを押しながらデータキーを押します。　パラメータの項目の進行を逆転させる場合は，（PARA）キーを押しながら（篇⊃キーを押します。8．2．1　データのキーイン操作　各種設定項目へ数値を格納するキーイン操作は，共通の手順で行います。表　　　示　　　例操　　　　　　作戚燈一一・D，A　PV　　26．3’col．D　SETo＝　　100，0％はじめに設定項目を表示へ呼出します。ﾝ定項目が呼び出されているときD，Aランプが点燈します。D．A　PV　　26．3℃ol口　SETo＝　　　10．0『ヨ．（…），⊂≡⊃および（幕キーを用し・・数1舵キ引唐ｵます。g？”の点滅で表示他がキーインデータであることを示します。i注：位禮比例出力形の弁開度調整の場合は，　　“？”の点滅はありません。）点滅Dム　PV　26．3℃olD　SETo＝　　10．0％　　E閥T@⊂＝⊃キーを押し登録します。噛■髄　“？”は“％”に変ります。ﾊキーが押され塒から新しい設定値による制御が@行われます。1M5B4B4・0210U丁409．設定9．1　設定め流れ　　　　　　　　　　　　　　　h。璽部分のパラメータを設定すれば運転を開始できます。・［＝＝＝＝コ部分のパラメータは必要に応じて設定してください。（とくに設定しない場合は，9．2パラメー　ター覧に示す工場出荷峙の値で運転されます。）・ご注文の際，測定レンジが指定されている場合には，その測定レンジに調整され，レンジングパラメータは　ロックされています（暗証番号は100に設定されています。ファイルロックコードP．16参照）。　測定レンジコード（UO），リニアレンジ上限値（U2），リニアレンジ下限値（U3）または温度表示単位記号　（U5）の設定を変更すると目標設定値（SP），アラーム設定値1，2（A1，A2），比率（RT），バイアス（BS）およびセットアップパラメータ（PC＝20）の全項目をイニシャライズします。（工場出荷時の値となります）。・位置比例出力形モデルをご使用の場合のみPC＝40の設定が必要になります。運転画面篇）キーにより，フロー方向を逆転できます。⊂＝⊃　D．Aランプ点燈sε了口SET守誓：：準準轡貿・S訂’，�d一ア静ぶ鑑定顧’1、　　　　・（A1グ　，’ゴ’ぎ野懸盤飢啓、冗錯．∴・（醸1♪七，、∴’・＿舞（点♂”1・1口SETも　　ヤ　ヤ　　　　　く　　　　　　　ド　く　・バイアヌ・，七　！錦s、）七、、．＊15ET基本パラメータ凸D．Aランプ点燈1：∵鷺醗ジ：％凸凸’脳@嶺辱晦簡伽・’h　　　．ぐ1）・’ン準準闇1．呂即蕩諏勃レリ喰9噸　1”ド　・’　”（MR）・・ρARA⊂⊃1∵紬励鉱勾海働ン”、・，ウ七｝　　、�L嚇，む，凸凸∴『如、疎画購麟」し嬬∫iゴ〜，＜�SL）静1＝ニゾ．、iべ罵、饗黒黒笠・2凸べ　舷開田幽二毛　　　・”ぐT��1，・’�d、’℃1＊1　時間比例モデルのときのみ表示。＊2　付加仕様，／RTSRを指定したときのみ表示。　パラメータ　コールコード　　（PC）　　ロへ⊂＝⊃　　PC＝DPC＝10，20，30，40　　　　　　　　1⊂≡⊃（こ　　RVS））キーロックコード　　（LC）凸lM　5B4B4−02｛U’「40111　　　PC＝10レンジングパラメ一軸ロけマ⊂コ　　　　PC＝20セットアップパラメータピリヨD．Aランプ点燈　　PC＝30ゲインパラメータD．Aランプ江沼ぬゆロドリムロリは　るのらロハリ1．潤Dド’』．’．「Pリニアレンジ小数点　　（u1）リニアレンジ上1；1描　　（U2＞リニアレンジ．h1；艮聴　　（U3）リモート投定人力レンジコード　（u4）　はムドムヘム。’白蘭浸示「μ位、［己1｝　　（u5）　んい。ドあい口｝1鵬ピ1直閉弔オン／オフ　　　（u6）測定値ローカット　　（u7》リモート設定値開平オン／オフ　　　　　（U8）リモート齪偵ローカット　　　（u9）2率222窄はゆρAR《口りリロドユリ⊂コPA晒ρA口A測定入力パィアス　　（EO）リモート設定バイアス　　　（ED　出力変化率リミット亀　　　　（E2）設定リミット上1齪偵　　　（E3）ロロリリP鳥凧設定リミットド限醸　　　（E4）設定値上昇変化率　　（ε5）設症値下隣変化率　　（E6）口はゆゆロめ。ドムゆ⊂⊃測躍入力フィルタ　　（巳マ）リモート設定入力フィルタ　　　（E8）一分制卿点　（E9）ドあゆ⊂⊃ドタにへ。ドへり。　P4隅プリセット出力1直　　（FO）アラームのヒステリンス　　　（F1）出力個のヒステリシス　　　（F2）宰3＊2＊3＊4＊5＊6アラーム1の髄畑　　（F3）　　　　　　　　　　　o位置比例出力モデルは表示しない。位置比例出力モデルのみ表示。付加仕様，了うーム2の臆顛　　（F4）ドあのにP《R胤Pハ鴎婦差トレンドスケール　　　（F5）国鑑トレンドタイムスケール　　　　（F6）不　感　帯　（F7）りゆPβ鴎。ドハほら口Pハ触位置比例出力のヒステリシス　　　　　（F8）伝送出力蝦訳　（Y1）444窄5寧正逆動fド　（Y2）FAR馬⊂＝＝⊃’Illスタートモード　　（Y3）．闇値トdング獣PA触口ボーレート　（CO）のりρARAPA肱。イ　）テー　Cリ（《！ストップビット＋伝送ビット長　　　　（C2）山山アドレス　（C3）6666窄P戯Rムロ：付加仕様，／RTSRを指定したときのみ表示。：　　　　／RETを指定したときのみ表示。＝付加仕様，／RS422を指定したときのみ表示。凸D．Aランプ点燈ドユゆ。ドのロム⊂⊃　ムのム測定入力0％でのゲイン　　　（GO）副定入力10％でのゲイン　　　（G1）副定入力20％でのゲイン　　　（G2）ドめほユ。ハロムP胡Aロバい。測泥入力30％でのゲイン　　　（G3）i購E人力40％でのゲイン　　　（Gの測宙入力50影でのゲイン　　　（G5）測定人力60％でのゲィア　　　（G6）川定入力70％でのゲイン　　　　（G7）リロら。ドムドら口P氏賄口rllll定入力80％でのゲイン　　　　（G8）温1淀入力90％でのゲイン　　　　（G9）測定入力mO％でのゲイン　　　　（GA）FA踊A⊂⊃　　PC＝暗証番号ファイルロックコード　ア⊂コ0度ド4　　一旨開モ陀整　弁調D．Aランプ点爆7アイルロックコード　　　（FL）」．髄　　　のムのる　　　⊂⊃弁開度調整方法の詳細は取扱説明懲。解説編P．9を参照してください。　け⊂⊃マニュアルかつストップ状態で設定します。D，八ランプ点燈弁位置設定リセット　　　（110）ゆのムロ　ムヨれ⊂⊃弁全閉位置セット　　（H1）弁全聞位置セット　　（H2）　　　　　　　ドムほユ　　　　　　0　　　　1M5B4B4・024學44●12U丁409．2　パラメーター覧ここでは本器に設定する各種パラメータについて記します6パラメータの，より詳しい説明は，取扱説明書・解説編をご覧ください。設定範囲および単位で本器特有の表現について　EU　　　：工業単位（℃，。Fまたはリニア入力時のスケーリング時の単位）を示します。　EU（）　：フルスケールに対応した工業単位での絶対値　EU（）S：スパンに対応した工業単位での幅の値　　　EU（），　EU（）Sについて図示します。（フルスケールー200〜1200℃とした場合）　　　　　　　EU（0％）　EU（20％）　EU（40％）　　　　　　　　　　　1‘U（10｛1％〉　　　　　　　＝一200℃＝80℃　　嵩360℃　　　　　　　　　冨1200℃　　　　　　　　｝　　i　　l　　　　　　　　　l　　　　　　‘20〔1℃　　80℃　　36U℃　　　　　　　　　1200℃　　　　　　　卜一一一rr一『一「一一一一一一一一一一’一「、【4U（m‘悩）S9．2．1　目標設定値，アラーム，比率，バイアスの設定記号項　　　目単位設　定　範　囲工場出荷時の値注　　　　記SP目標設定値EUEU（G96）〜EU（100％）EU（0％）ローカル設定時のみ表示A1アラーム設定値1EUEU（0％）〜EU（100％）EU（エ00％）A2アラーム設定値2EUEU（0％）〜EU（100％）EU（096）セットアップパラメータ（PC＝20）のe3，F4（15ページ）を参照RT比　率倍0．000〜9．9991，GOOBSバイアスEUEU（一105％）〜EU（105％）0．09．2．2　パラメータの設．定　お買い求めの際にレンジ指定を行なったモデルについては，基本パラメータに示す比例帯〔P〕以下チューニングコード〔TC〕までのパラメータを設定することですぐに運転を行うことができます。　この際，レンジングパラメータ（PC＝10），セットアップパラメータ（PC＝20），ゲインパラメータ（PC＝30）ファイルロック．コード（PC＝暗証番号）には，それぞれ工場出荷時の値が設定されています。　弁二度調整モード（PC口40）は，運転に入る前に弁關度フィードバック抵抗に合わせ必ず調整してください。調整方法は，取扱説明書・解説編P．9を参照してください。L　．．記号項　　　目単位設　定　範　囲工場出荷時の値F注　　　　記P比例帯％0，0．1〜999．9100．G0はオン・オフ動作i位置比例出力形は0．1〜999．9％）1積分時間秒0，1〜6000G0はオフD微分時聞秒0，1〜600000はオフMRマニュアルリセット値％一5．0〜105．050．0PまたはPD動作の時に使用OH出力リミット繻ﾀ値％一5．0≦OL≦⊆OH≦105，G10G．0OL出カリミットｺ限値％一5，0≦OしくOH≦105．00．0CTサイクルタイム秒1〜10010リレー出力，電圧パルス出カモデルのみ\示TCチューニングコード　01220：オートチューニングしないP：ハンチングしゃすいプロセス用Q；一般的なプロセス用PC．パラメータ・コールRード一0，10，20，30，40，ﾃ証番号0（注1）LCキーロックコード皿0〜40（注2）lM　5B4B4・02U’『40拾（注1）パラメータ・コールコードPCコード呼出せるoラメー意　　　味10レンジングpラメータ測定レンジの設定・リニア入力ﾌスケーリング20セットアップpラメータ高級槻能の付加30ゲインpラメータプロセスループゲインの補償40弁間度r艶モードバルブの開，閉位置の調整暗証番号ファイルロックRード暗面正番号を知らない人には，d要パラメータの変更購止（注2）キーロックコード　このコードをキーイン設定すると．とにより，下龍のキーをロックします。　　　　ウム　べ　なお，⊂＝＝）キーをロックしても，キーロックコードのみは表示および変更可能です。L⊂コードロックするキr0　　　．な　　　し1　　PARA2　　PARA　　　　MODEｼ＝＝⊃・⊂＝＝⊃3芒〉（讐〉（：葦⊇4ど竺），（i当，？，（当測定レンジコード（UO）はお買い求めの際にレンジ指定した場合を除き必ず指定してください。し記号項　　　目単位設定範囲工場出荷時の値注　　　　記UO測定レンジコード｝000〜215熱電対ｼ流電圧　131ｼ流電流ｪ温抵抗体：20114ページi注3），（注4）参照u1リニアレンジ小数点一0，1，2，310：　　　　0〜9999P二　　　〇．0〜999．9Q：　　0．00〜99．99R＝　　0．000〜9．999U2リニアレンジ上限値EUEU（100％）U3リニアレンジ下同値’EU一王999≦U3@　　＜U2≦9999EU（0％）U2−U3≧1U4リモート設定入力レンジコード一050（固定〉0504−20mADG入力U5温度表示単位註己号一0，1．200：℃，1：。F，2＝」照1粒U6測定値開平オン／オフ一0．10Olオフ　1＝オンU7測定値ローカット％0，0〜5．01．0測定値に対する％U8リモート設定値開平オン／オフ�p0．100：オフ　11オンu9リモート設定値ローカット％0．0〜5．0LOリモート設定値に対する％・lM5B4B4・0214UT40（注3）測定レンジコード（注4）測定レンジコード入　力　の　種　頬（レンジ｝測定レンジコード「‘^入　力　の　値　煩（レンジ）測定レンジコードR0〜17000C32即3100。F1000，0卿五〇〇，0。C32．0〜212．0。F200熱S0噌17000C32障3100’F1100，0〜200，0℃32．0｝400．0。F201B0〜1aoO℃32陶3noO◎F120Pt100Ω0．0噌400，0℃32．0岬750．00F202K0．O〜800．0℃32噌1500◎F130一50．0〜150．0℃一50．0解300，00F203電K＿200〜1200℃＿300噌2300叩131一100．0〜100．0℃一160．0岬212，0。F204E0．0〜800．0℃32陛1500”F140一199．9〜500．0℃＿300−10000F205対」．LT0．0〜800．D℃O．0〜800．0℃QL99．9〜400、0。C　32〜1500’F@32〜1500。F|300噌750◎F150P5iP600，0〜工00．0。Cn、0陶200．0。C32，0〜212．0。FR2，0司OO，O。F210Q11u＿199，9卿400，0℃D［N一300〜75ぴF161Pし10DΩ0．0〜400．00C32，0配750．OUF212N0甲13000C32〜2400。F170（DIN｝一50．0〜150．0℃一50，0〜300．0。F213w0即2300℃32叩420ひDF180一100．D〜100，0℃一150，0曜212．0．F214＿1999〜500．00C一300−1000。F215mV　G〜10mVQ10即10mV一ig99鮨9999000OD1形名コードがUT　40・2ロロに適用‘0〜100mVスケーリング可龍OlOmA一100〜100mV0114卿20mA〔小書を点変更町能，0500即旦V＿1999噌99990201，CV＿1僧1Vスケーリング可能0211付加0即5V‘小設点変更可能♪030仕蜘1陶5V付加仕撮0310〜10V040形名コードがUT　4G　4ロロに適用セットアップパラメータは，本器により高度な機能をもたせて運転させるパラメータです。これらのパラメータについては，とくに必要としない場合は，設定せずに運転を行ってください．。（この場合は，ユニ場出荷時の値で運転されます。｝記号項　　　目単位設定範囲工場出荷時の値注　　　　記EQ測定入力バイアスEUEU（一5％）S〜EU（5％）SEU（0％）SE1リモート設定バイアスEUEU（一30％）S〜EU（30％）SEU（0％）SE2出力変化率リミット％／秒0，1〜10000はオフE3設定リミット上限値EUEU（正OQ％）目標設定値をリミット外で設閧ｵた場合，リミット値に自ｮ修正されます。^RET（付加仕様）をご指定の鼾�は，PC＝20，　Y1を参照ｵてください。E4設定リミット下限値EUEU（0％）≦；E4@　　　くE3≦EU（1GO％）EU（0％）E5設定値上昇変化率EU／分EU（0％）S〜EU（100％）SEU（0％＞SEUω％）SはオフE6設定値下降変化率EU／分EU（O％）S〜EU（10Q％）SEU（Q％）SEU（0％）SはオフE7測定入力フィルタ秒0，1〜1200　　　　　，1次おくれフィルタi0はオフ）E8リモート設定入力フィルタ秒0，1〜12001出おくれフィルタiOはオフ）E9積分制御点％0，10〜1501000はオフFOプリセット出力値％一5．0〜105．00．0バーンアウト時，運転停止時ﾌ出力値を設定します。FユアラームのヒステリシスEUEU（0％）S〜EU（5％）S　　　　　　’dU（0．5％）SF2出力値のヒステリシスEUEU（G％＞S〜EU（5％）SEU（0．5％）Sオン／オフ制御のときミIM5B4B4−02U丁4015、（つづき）記号項　　　目単位設定範囲工場出荷時の値注　　　　　肥F3アラーム1の種類一　　　　　　1O〜81注5　　　　　　　　　　　　　　　　　PF4アラーム2の種頽一0〜82F5偏差トレンドスケール％　7P〜10010F6．儒差トレンドタイムXケール分15〜960i15分おき）　　　　PP5F7．不感帯％1〜101位置比例出力のときのみ表示i弁開度スパンに対して設定する。）F8位置比例出力のqステリシス％　　．O．1〜0。50．1位置比例出ガみとき．のみ表示i弁開創スパンに対して設定する。）Y1伝送出力選択i／RET指定IIの一0，1，2，3，40　　　　、0：測定値（レンジに対応）1：設定値（レンジに．対応）2：出力値R＝測定値（E4〜E3に対応）@＝設定値（E4〜E3に対応）Y2正逆動作一0．1o0：逆動作　Il正動作　　　ヒ．．．．i．Y3再スタートモード一0，1．200：停電前の状態を継続1：マニアル迷転Q：運転停ll二Y4設定値トラッキングI択一0．10リモートからローカル切換時O：ローカル設定値がリモート設定魚！〔に@　トラッキングする。?G設定餓はあらかじめ設定したロごカ@ル設定値に切換る。COボーレート一0〜66C1パリティ一0，王．20C2ストップビット{伝送ビット長一04，2．32注6ﾊ信／RS422（付加仕様）のときのみ表承C3通信アドヒス｝1〜161注5，アラーム種類ユード内　容　祠援　点蛇．oアラーム　オフ開1測定値上隈アラーム開2副定値下rl艮アラーム開3正偏差上限アラーム章3開4廼偏差下隈アラーム開5jE偏差上限アラーム閉6負偏差下臥アラーム閉7三論付測定値下限アラーム　事4開8待磯付曲偏差F隈アラーム　亀4開注6．　　コード?ﾚ」0123456CO150300600i2002400480D96DDC1ノンケぐ潟eィ偶数奇致一一一　C21＋72＋7i＋82＋8一｝一（取扱説明省・RS−422Aインタラエース編を参照してください。）珂＝上巳アラームは，測定値がアラーム設定値より．しのと　　き，アラームランプ点煙．下限アラームはその逆。砲＝1山常時（アラームランプ消燈時）の状態。癖3＝偏差アラーム時の設定単位はεU（　）Sとなります。。41電源投入後，最｝ηはアラーム機脆が動作せず，一度，　　下齪アラーム点を越えてからアラーム機能が働きます。IM5B4B4・0216UT40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏、これらのパラメータについては，とくに必要としない場合1ま，設定せずに運転を行ってください。（この場合は，工場出荷時の値で運転されます。）記号項　　　目単位設定範囲一場出荷時の値注　　　　　記GO測定値0％のゲインGlf9測定値10％のゲインｪ定値90％のゲイン％10〜500100全工1種類GA測定値100％のゲインヨ弁四度鯛整モードの設定は，．位置比例出力のモデルのみ行う必要があります。記号項　　　目単位設定範囲山場出荷時の値注　　　　　記HO弁位置設定リセット一弁位置1一既に調整された弁の0％，100％位置を調幣前ﾌ状態にします。H1弁全r口置セ。ト一弁位置一弁の0％位置の設定H2弁全開位置セット一弁位置一弁の100％位置の設定（注）・軌H1，・・を呼び出したとき，・仔∵ん・は次の状態を表し畿〃＝鯛整済状態ん＝未幽門状態弁開度調臓方法については，取扱説明書・解説編「弁開度調整モード（PC＝40）」を参照してください。記号項　　　目単位設定範囲工場出荷時の値注　　　　　記FLファイルロックコード｝0，1．2一ロックされるパラメータO：なしP＝PC□10Q＝PC＝10，20，30，401M5B4B4−02げr40．1710．．運転10．1自動／手動（運転）の切り換え運転画面が表示されている状態で』ﾇ⊃キーを押すと自動と手動の状態が交互に切換わります（この切換えは，バランスレスバンプレスです）。　手動のときは，MANランプが点燈します。　手動のときの出力操作は，データ設定キー〔『…pより行ないます。　　　　　　　　　　　EN了　’　データの登録のための⊂＝⊃キー操作は不要です。　工場出荷時は手動に設定されています。、《≡≡⊇，⊂≡⊃〕およαリバースキー〔O　RVS〕に10．2モードの切り換え　　　　　　　　　　　　　　　　　　とび（注1）各画面に“？”が点滅している状態で⊂＝⊃キー　　　を押すとモードが切換わり，初期画面に戻ります。　　　ロひ　　　⊂＝⊃キーを押すと，現在のモードのまま初期画　　　而に戻ります。（注2）手動迷転時，チューニングコード0の時および運　　　転停止時はオートチューニングは行いません。（注3）ローカル／リモート切換用外部桜点閉の時はキー　　　によるローカル／リモート切換はできません。（注4）出荷時は，チューニングコード＝2，ローカル設　　　定，迷転に設定されています。運転画聖りむ　ロ⊂＝⊃（注2）オートチューニング儲．）　（注1）ピリロりむロピ⊂＝⊃（注3）（または　DISP⊂⊃）ローカル設定／リモー．ト設定凸MODE口．（または　01SPo）運　　車云／運　卓云　搭；止　ロアMODE口（総リロ10．2．1　オートチニーニングの実行　オートチューニングは本器がプロセスの特性をはかり，PID定数を自動的に設定する機能です。オートチューニング機能を実行させると，本器は一時的にオンオフ制御モードとなり，最大出力と最小出力を交互に出力します。この出力に対する測定入力値の変化をとらえ，対象プロセスに適切なPID定数を計算し，自動的に新しいPID定数に変更します。　計算するPID定数には2組あり，オートチューニングコード〔TC〕によって選択します。　（工場出荷時の値はTC躍2）TCチューニングの種別0　1　　9山オートチニーニングしない。nンチングしゃすいプロセス用。齡ﾊ的なプロセス用。　へ@　　　　　　　ぬ｝王　　　　、田、　1時的でもオンオフ制御になると不具合が発生するプロセスもありますので，オートチューニングを実行する場合は注意が必要です。　詳細は，取扱説明誰・解説編を参照してください。IM5B4B4−0218U丁40表　　　示　　　例操　　　　　　作PV　27．1●cｨ　TUN∈オニトチューニングを行う場合は，凸キーを押してください。ｼ聾⊃キーを押すとD．Aランプが点滅を開始し，迷転｝1｝第2画面�表示します。チューニングを完rした時点でD．Aランプの点滅ｪ消え，初期両面に戻ります。i注）オートチューニング中にはキー操作を行うことはできません。@　チューニングを中止しだい場合は　⊂＝⊃キ「を押しながら　　　　　　　　　　　　　　　　　Rvs@　凸・キーを押します。この場合，PID定数はチューニング@開始前の値となります。点滋10．2．2　ローカル設定／リ毛一卜設定の切り換え，・ローカル設定からリモート設定へ切り換えるときは，設定値上昇変化率（E5）または，設定値下降変化率（E6）’　により，設定値をゆっくり変化させることができます。・リモート設定からローカル設定へ切り換えるときは，リモート設定値がそのままローカル設定になるか，あらかじめ設定したローカル設定値になるかの選択が可能です。（Y4（PC＝20））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・外部接点によりローカル設定一リモート設定の切り換えが可能です。（／EX（付加仕様）指定時のみ）　外部鍍点閉でリモート設定となります。このときは，キーによる切り換えはできません。　切換時，初期画面に戻ります。．うノ表　　　示　　　例操　　　　　　作ど……）キーを2回押します。i画面はローカル設定からリモート設定へ切換える場合です。）PV　27．1℃kOCAL→REM点滅10．2．3運転／運転停止の切り換え・運転停止状態では本革出力は，プリセット出力値（FO）に固定となります。　手動操作による変更はできません。（位置比例出力形は，巡転停止状態でも手動により出力を操作できます。）・運転停止状態では，種々のパラメータを設定または変更しても，外部への出力は全く変化しません。、．表　　　示　　　例燥　　　　　作　PV　27．1’cqUN⇒STOP　？芒…）キーを3回押します。i画面は，運転状態から運転停1ヒ状態へ切換える場合です。）ｼ里⊃キーを押すと，切換えが行われ，初期画面に戻ります。点戚IM5B4B4・02UT40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1910．3　位置比例出力形の手動操作　MANランプ点燈時，1，レー接点（H，　L）を操作できます。・⊂＝⊃，0，⊂＝⊃，キーのいずれかを押すとリレー接点（H）が閉じます。（弁開）　ム　　　　　ム　　　　　　　　　▲・⊂幕⊃キーを押しながら，⊂…⊃，⊂≡≡⊃，⊂≡⊃，キーのいずれかを押すとリレー接点（L）が閉じます。（弁閉）・⊂＝⊃，0，⊂＝）、，キーを押していないときはりレ「接点は中立となります。　　血　　　　　　A　　　　　　▲　注）弁開度調整方法については，取扱説明書。解説編「弁開度調整モード（PC；40）」を参照してください・11．保守点検11．1　トラブルシューティングフロー　本器に電源を投入しても，運転画面が表示されない場合は，トラブルシューティングフローにしたがっ．て対処してください。　なお，複雑な故障と思われましたらお買い求め先あるいは，最寄りの当社サービス拠点へご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　トラブルシューティングフロー　　　　　　　　　　　　　　　　　遡転画順が表示されない　　内器がケースに正しく入って　　いるかNOきちんと入れ直し固定するYES　電源端子の接続は正しいか？NO正しく接続す筍YES　電源の供給は正しく行われて　　いるかNO正しく供給するYESお買い求め先あるいは最寄りの当社サービス拠点へご連絡ください。1M　5B4B4・0220UT4011．2異常チェック機能の働き　本器には，電源投入時，常に自動的に所定の項目についでめ異常をチェックする機能があります。　電源が投入されますと，表ユ1．1に示す順序で各項目についてチェックしていき，異常がある場合は，それぞれ異常内容を示す表示を行います（正常な場合は，初期画面の表示となります）。表11．1Il頂序表　　　示項　　　目情　　況処　　　　置�@Err−000表示後eAILを表示　　　　　　　　　，qAMエラーRAMの読み書きｪできない。�AErr−001表示後eAILを表示ROMエラー�BREQ，　CAUB校正要求校正データが，こ�樓ている。修理が必要です。ｨ買い求め先あるいは最寄りﾌ当社サービス拠点に，ご辿絡ｭださい。i注）�@，�A，�Cのときには，出@力は0になると共にフェイル@信号端子間がオープンとなり@ます。@位置比例出力モデルはフェイ@ル時，出力は中立となります。@�Bのときにはプリセット出力@値（PC＝20，　FOで設定）が出@力されます。�CFAILを点滅CPU故障・♪11．3その他の異常表一覧異常表示異常状態処　　　　　置BURN　OU丁PV入力断線出力は，プリセット出力値（自動のとき）（PC＝20，　FOで設定）Pζなります。熱電対およびその接続を点検してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・PV＋OVERoV−OVERPV入力オーバーｸ）皿lf?､制御はPVのリミット値で続行します。設定されているPV入Jレンジが適当か，PV入力の接続が正しいかを点検してくだｳい。RJC　ERROR基準騒擾点補催不良制御は基準冷接点補償を無視して，続行されます。C理が必要です。Err−200オートチューニング不良オートチューニング前に設定されていたPID値を用い制御をｱ行します（Err−200の表示消去は⊂講⊃キーを押しながら　DISP⊂＝⊃キーを押．して行います。もう一度，チューニングを行ってみてください。再度異常表示が出るようでしたら，オーgチューニング可能範囲外と考えられますので，手動でPIDlを設定してご使用ください。Err−300A／Dコンバータエラー制御はマニュアルモードとなり，出力は現状維持します。C理が必要です。IM5B4B4・02

